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特定非営利活動法人 小河内Ｏプロジェクト（理事長 安福孝昭） 

連絡所 〒731-1171 広島市安佐北区安佐町小河内４５７９－３ 

       安佐小河内集会所 
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ホームページＵＲＬ http://ogauchi.web.fc2.com/ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野山が紅葉、時折の風で木の葉が舞い散ります。木々も身軽になり冬に備えているよ

うです。一方、小河内の最大行事、養山八幡神社の秋季大祭、吹き囃子行事も無事終

わり、叉門徒の報恩講も大方済み、人も冬支度が始まります。時間は淡々と過ぎ、今

年も 1 月余りとなりました。今年最後の小河内便りをお送りします。 
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安田女子大エコサークル稲刈り 

１０月１日（日）稲刈りとさつま芋掘りに教授と学生１３人参加、農業を体験、田舎の秋を楽し

んだ。鎌を手に稲刈りに挑戦、大きなさつま芋に歓喜、素晴らしい農業体験と喜んだ。 

 

 

 

 

 

 

スタッフと一緒に集合写真   鎌で稲刈りする安田女子大生  でっかいさつま芋にびっくり 

http://ogauchi.web.fc2.com/
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第５回体験塾 柿もぎと吊るし柿、あおし柿の作り方 

１０月１４日、塾生１５人が参加。さとやま未来博参加、空き家見学希望者 5 名も参加した。 

  

 

 

 

 

 

祇園坊柿はあおし柿に      地元スタッフの指導で吊るし柿を作る 

 

 

 

 

 

 

殺菌のため熱湯に 20 秒間つける さちやま未来博で空き家見学  塾生に新米３ｋｇを贈呈 

第６回体験塾 餅つき体験 

  11 月 11 日（土）昔ながらの唐臼で餅つきを体験、つき立てのお餅を試食した。 

 

 

        

 

 

 

子供も餅つきにスタッフと一緒に挑戦        もろ蓋でもみ仕上げる 

 

 

 

 

   ヨモギを混ぜて作るヨモギ餅       楽しみの試食会、つきたては美味しい 
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小河内情報 養山八幡神社秋季大祭、吹き囃子行事 

小河内の最大の行事、養山八幡神社の秋季大祭、吹き囃子行事が 11 月 5 日（１１月第 1 日曜日） 

行なわれ、江戸時代から 200 余年続く古式豊かな伝統文化に触れた。この行事は平成 9 年、広島

市重要無形文化財に指定されている。尚、前夜には奉納芝居（小河内昭和劇団）と神楽が奉納さ

れた、秋の夜長を楽しんだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稚児が太鼓をたたく、子供がいない問題も     祭りを盛り上げる神輿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鬼にかまれると頭の病気が治る、良くなるという   鼻高，鬼と共に祭りを盛り上げる 

沢田消滅集落見学会 

さとやま未来博イベントで 10 月 28 日、沢田消滅集落の見学会が安佐町郷土史会員の説明で行わ

れ、10名が参加した。沢田集落は小河内でもいち早く開かれたと言われたが、昭和 29年の可部線

（延伸）を機に、農業を諦め、通勤者が増え、昭和 40年代に消滅、無人化した。 

 

 

 

 

 

 

 消滅した屋敷跡で集合写真   沢田に行く舗装された市道  薬師堂の後は無残な姿に 
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空き家バンクについて 

１、何故今、空き家バンクか＝空き家を資源として有効活用 

① 日本全体が人口減少社会に入っている。若年女性の減少と高齢者が多い小河内の人口減少

は著しい、このまま推移すると、２０年後には１００人台になることが予測される。 

② 今後、人口減少すれば、当然空き家が増える。 

③ 田舎に住んでみたい、農業をしたい、というニーズは多い。 

④ 小河内を活性化するには人口の自然増が期待できない以上、他地区の人を呼び込む（移住）

しか方法がない。そのためには家がいる。空き家と希望者のマッチングを効果的、効率的に

図るため、空き家バンクを設立。今まで空き家に３世帯が移住、セカンドハウスとして利用 

２、現在と２０年後の予測 

項目 現在（２０１７年９月） ２０年後（２０３７年）の予測 

世帯 ２３４ （１世帯≒１・８人）  ５０世帯台 

人口 ４２７人 １００人台（３００人減） 

（今後年間の減少数１５人として×２０年） 

年少率 １・６％（１４歳以下７人） １４歳の子供は３４歳の大人に 

高齢率 約６０％（５人に３人） ６５歳は８５歳に、７０歳は９０歳に 

後期高齢者 約３６％（３人に１人） ７５歳は９５歳に、８０竿は１００歳に 

若年女性 １８人（２０歳~３９歳女性） ？（子供を産む世代の女性が減れば人口は増えない） 

過去１０年間

の平均減少数 

平成１９年 人口 ６１５人 

      世帯 ２７８ 

―１８８人 （現在に比べ） 

―４４世帯 （  〃  ） 

平成９年  人口 ７６３人 

      世帯 ２８７ 

―１４８人 （平成１９年に比べ） 

―１０世帯 （  〃     ） 

過去２０年間

の平均減少数 

（平成９年）（２９年） 

７６３人―４２７人＝３３６人÷２０＝１６・８人（1 年間の平均） 

 ※現在のまま推移するとして、日本創生会議資料を参考に作成 

編集後記 

過日、安佐公民館で仲野義文氏（鈴張出身、石見銀山資料館長）の「江戸時代のお百姓の暮らし」

についての講演があった。その中で安佐町史から江戸中期の村の状況について興味深い説明をさ

れた。それによると 

小河内村の家数７９８軒、人口１,０８１人、村高１,２２３石  

飯室村は家数５１９軒、人口２,１５６人、村高９３２石、 

鈴張村は家数４０４軒、人口１,７３４人、村高１,０１８石、 

久地村（７０５石）、毛木村（３３５石）、後山村（４５８石）、宮野村（７３石）、筒瀬村（２４

９石）とある。小河内の家数と人口に疑問が残るが、石高は今の安佐町内では一番多く、豊かな

であったのだろか。狭い土地を山の上まで切り拓き、生産高を上げたのだろうが、今の耕作放棄

地や空き家をご先祖様が見られてどう思われるだろうか。（Ｓ） 


